















The Tolerance of Loanword Verbs among Japanese Native Speakers: 
From the Survey with I-JAS 






する日本語母語話者の許容度調査を行った。I-JAS から収集した 73 語のうち，BCCWJ の出
現状況や外来語辞典等の用例と照合し，まだ十分に日本語として定着していない外来語サ

















































































































































調査対象者は，日本国内の大学・大学院に在籍する日本語母語話者である。2019 年 9 月
25 日から 2019 年 10 月 15 日にかけて調査が行われ，89 件の有効回答を得た。アンケート




調査のインフォーマントの属性については，以下の表 1 を参照されたい。 
 








































1 このドラマは世界的に「ヒットした」*※ 87 1 1 0 3.97 0.24 
2 友達と遊んで「オールする」*※ 81 5 3 0 3.88 0.42 
3 友達に「バイバイする」 81 6 0 2 3.87 0.50 
4 自身の体力を「セーブする」 75 11 1 2 3.79 0.57 
5 「トータルする」と半年になる *※ 75 9 2 3 3.75 0.66 
6 パソコンで文字を「タイプする」 70 14 2 3 3.70 0.68 
7 流血を見て「フリーズする」 65 12 9 3 3.56 0.81 
8 スイッチを「オフする」 63 9 7 10 3.40 1.04 
9 歌手が曲中で「シャウトする」 58 16 3 12 3.35 1.06 
10 魚を油で「フライする」 53 17 7 12 3.25 1.08 
11 髪の毛を「ウェーブする」 33 30 14 12 2.94 1.04 
12 出稼ぎの日系人を「リクルートする」 33 27 10 19 2.83 1.15 
13 駐車場に「パーキングする」 32 22 19 16 2.79 1.12 
14 大自然の中を「トレッキングする」 39 13 15 22 2.78 1.25 
15 絵を「ペインティングする」 29 22 18 20 2.67 1.16 
16 ヒーローが悪者と「ファイトする」 22 32 17 18 2.65 1.07 
17 魔法で異世界に「トランスポートする」 29 19 21 20 2.64 1.16 
18 突然のことに驚き「パニックする」 29 17 16 27 2.54 1.23 
19 臓器を病人に「ドネーションする」 23 26 15 25 2.53 1.16 
20 このプログラム言語で「コーディングする」* 25 12 23 29 2.37 1.21 
21 自転車に車が「ヒットする」 17 20 26 26 2.31 1.09 
22 蛇を銃で「シューティングする」 16 19 30 24 2.30 1.06 
23 海外からの留学生を「ホストする」 20 15 25 29 2.29 1.15 
24 飛行機で海外へ「トラベルする」 18 20 20 31 2.28 1.15 
25 車を「ドライビングする」 18 16 20 35 2.19 1.17 
26 野菜と肉を「フライドする」 15 18 23 33 2.17 1.11 
27 仕事を「ミステイクする」 5 20 36 28 2.02 0.88 
28 見知らぬ人を「キルする」 11 20 16 42 2.00 1.10 
29 異なる場所の景色を「コントラストする」 10 16 27 36 2.00 1.02 
30 プレゼントを「ピックする」 7 19 27 36 1.97 0.97 
31 日本で「ワークする」 9 13 31 36 1.94 0.98 




33 忘れ物に気づき「シャウトする」 8 16 21 44 1.87 1.01 
34 友人を危機から「セーブする」 7 12 27 43 1.81 0.95 
35 家を「レントする」 5 17 23 44 1.81 0.94 
36 車を「パークする」 6 13 24 46 1.76 0.94 
37 果物を「ドライする」 9 7 26 47 1.75 0.98 
38 研究に「ワークする」* 6 9 24 50 1.67 0.91 
39 車で「アクシデントする」 5 8 28 48 1.66 0.88 
40 書籍を「パブリケーションする」* 3 15 20 51 1.66 0.87 
41 映画が「ハッピーエンディングする」 5 9 21 54 1.61 0.89 
42 弟の誕生日を「セレブレーションする」 3 10 24 52 1.60 0.82 
43 ものを「アセンブルする」 2 13 20 54 1.58 0.89 
44 みんなが「ハッピーする」 7 3 25 54 1.58 0.82 
45 チャンピオンシップに「ウィンする」 4 7 25 53 1.57 0.86 
46 大学の学籍を「フリーズする」 5 7 22 55 1.57 0.82 
47 学校を「グラデュエイトする」 3 9 22 55 1.55 0.81 
48 木の枝が「クラックする」 4 6 22 57 1.52 0.81 
49 客が店の料理に「コンプレインする」 3 3 23 60 1.43 0.72 
50 家に帰って来て「ドアベルする」 4 7 11 67 1.42 0.82 
51 学生アルバイトに「レジストレーションする」 2 6 19 62 1.42 0.72 
52 コートを「ハングする」 0 4 22 63 1.34 0.56 
53 良い知らせに「ラッキーする」 3 3 14 69 1.33 0.70 
54 調査を「エクスペリメントする」 2 2 18 67 1.31 0.63 
55 巨万の富を手に入れ「ハピネスする」 2 1 18 68 1.29 0.61 
56 友人が帽子を「ウェーブする」 0 5 14 70 1.27 0.56 





















例文 許容度平均 有意差6 
1. 
1 このドラマは世界的に「ヒットした」*※ 3.97  
*** 
21 自転車に車が「ヒットする」 2.31  
2. 
4 自身の体力を「セーブする」 3.79 
*** 
34 友人を危機から「セーブする」 1.81 
3. 
13 駐車場に「パーキングする」 2.79 
*** 
36 車を「パークする」 1.76 
4. 
10 魚を油で「フライする」 3.25 
*** 
26 野菜と肉を「フライドする」 2.17 
5. 
11 髪の毛を「ウェーブする」 2.94  
*** 
56 友人が帽子を「ウェーブする」 1.27  
6. 
7 流血を見て「フリーズする」 3.56  
*** 
46 大学の学籍を「フリーズする」 1.57  
7. 
9 歌手が曲中で「シャウトする」 3.35  
*** 
33 忘れ物に気づき「シャウトする」 1.87  
8. 
31 日本で「ワークする」 1.94  
* 









前項表 5 の 1.「ヒットする」を例に挙げると，「このドラマは世界的に『ヒットした』」の
許容度平均は 3.97 である一方，「自転車に車が『ヒットする』」の許容度平均は 2.31 と，数
値がやや低くなった。マン・ホイットニーの U 検定の結果，両群の間に有意差が認められ























だろうか。表 5 の 2., 5., 6., 7. においても同様のことが言える。 
しかし，8.「ワークする」においては，「日本で『ワークする』（許容度平均:1.94）」「研究
に『ワークする』（許容度平均:1.67）」共に許容度平均がやや低く，例外的だと言える。マン・
























表 5 の 3.は，「パーキング(parking)する」と「パーク(park)する」という，接尾辞-ing の有
無による比較である。前者は許容度平均が 2.79 である一方，後者の許容度平均は 1.76 であ
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